
















はじめに

最近、妊婦の妊娠初期からの行動変容を研究した報告では、妊娠中に子どもへの愛着を感

じるものは極めて少なく、出産後子どもへの愛着が十分育たないものが多いという。また、

妊娠中子どもに対して抱いていた幻想的なかわいさが、出産後の現実のなかで打ち破られ、

不安、いらだちを感じるものも多い。このことは、自分の子どもが生まれてはじめて子ど

もというものに接することが一般的である現代社会の中にあっては当然のことといえるか

も知れない。しかし、このような状態の中において満足な育児行動は期待し難い。この問

題の解決が要求されている訳であるが、思春期にある男女の乳幼児に対する感情は、子ど

もとの接触経験や親準備教育によって著しく好転するといわれている。

子どもの親となるために十分な準備状態を醸成させるための一助として、思春期にある

中・高生に赤ちゃんの触れ合いを体験させる事業が市町村事業として厚生省から提唱され、

全国各地で試みられている。しかし、これが期待された機能を十分果たしているか、子ど

も受容をかえって阻害していないか、最も効果的な学習方法はどのようなものなのか、ま

た効果があるとすればいかなる機序によるものなのか、などといったことは未だ十分明ら

かではない。

今回構成された本研究班ではこれらの問題点を解決すべく多方面からの検討を企画し、さ

らに短期、長期にわたる検証を試みた。


